
第 32回（’22）書学書道史学会大会
　今年度の大会は、10 月 29 日（土）・30 日（日）の両日、盛岡大学（砂込キャンパス）において開催します。
詳しいプログラムは 3 頁のとおりです。研究発表に加え、講演会を企画いたしました。多数のご参加を
お待ちしております。
　本状は大会当日にお持ちください。大会専用バスの利用時や会場入棟時に、会員の確認として使用す
る場合があります。
　なお、本状の発送の後に、開催方法を変更する場合があります。最新の情報は学会ホームページでお
知らせいたしますので、随時ご確認ください。またホームページには、本状のデータを掲載しますので、
適宜ご利用ください。

10 月 29 日（土）

　12：00	 受付開始

　13：00 ～ 14：00	 開会式・総会

　14：10 ～ 15：15	 研究発表

　15：30 ～ 17：00	 記念講演

10 月 30 日（日）

　 9：30	 受付開始

　10：00 ～ 12：00	 研究発表

　13：00 ～ 14：00	 研究発表

　14：00 ～	 閉会式・市内自由見学

本年度大会会場の盛岡大学砂込キャンパス（岩手県滝沢市砂込 808）
へのアクセスは次頁のとおりです。

〈アクセスマップ〉〈構内マップ〉

〈盛岡大学 砂込キャンパス D 校舎〉
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JR盛岡駅からのアクセス

大会専用バス

盛岡駅西口バスターミナル 27 番乗り場付近 ⇄ 盛岡大学砂込キャンパス B 校舎前
会員は無料で乗車できます。この印刷物を持参し係に提示してご乗車ください。
10 月 29 日（土）盛岡駅発 12：00（盛岡大学着 12：40）盛岡大学発 17：30（盛岡駅着 18：10）
10 月 30 日（日）盛岡駅発 9：00（盛岡大学着 9：40）盛岡大学発 14：20（盛岡駅着 15：00）
※役員・幹事の方で早めの到着が必要な場合には、路線バス、電車、タクシー等をご利用願います。
路線バス・電車

岩手県北バスで「盛岡大学」行または「沼宮内」行（所要時間約 40 分）。
IGR いわて銀河鉄道で滝沢駅下車（所要時間 15 分）。滝沢駅から路線バス乗り換え「盛岡大学」行（所
要時間 8 分）。
※路線バス・電車の時刻表は、ホームページに掲載します。
タクシー　約 15 キロ

大会関係各種連絡事項

○大会参加申込みは、必ず同封の「大会出欠はがき」に必要事項をご記入の上、10 月 14 日（金）必着
でご投函をお願いします。

〇大会参加費（資料代を含む）は、同封の「払込取扱票」に必要事項をご記入の上、10 月 14 日（金）
までに納入してください。念のため、振込控えは大会当日にお持ちください。会費との合計金額の入
金は禁止いたします。やむを得ず払込票を使用せず、口座に直接参加費を入金する場合は氏名の頭に

「0」を付けて入金ください。
〇大会では、例年ですと、会員 1 名につき非会員 1 名の同伴を認めていますが、今大会では、非会員の
同伴を認めません。

〇大会参加費は、一般会員が 2,000 円、学生会員は無料です。なお、今大会では、懇親会はありません。
〇新型コロナ感染症対策として、大会 2 週間前からの健康観察をお願いします。当日はマスクの着用に

ご協力願います。当日、発熱・風邪症状のある方は、入構できないことがありますので、ご了承くだ
さい。コロナ対策の詳細はホームページにも掲載いたしますので、ご覧ください。

〇今大会では、やむを得ない事情で会場へ赴くことが困難な方（基礎疾患のある方、ワクチン未接種の
方、体調不良が続いている方など）に対し、大会の模様をオンラインで配信いたします。この場合で
も、一般会員には上記の期限までに参加費の納入が必要となります。オンラインでの参加を希望する
方は、上記の出欠はがきとは別に、事務局宛（4 頁）に E メールで、10 月 14 日（金）までにお知ら
せください。

〇会場近くの飲食店が限られますので、お弁当の注文も承ります（1,000 円）。「大会出欠はがき」でお
申し込みください（役員・幹事・諮問委員の方には別途用意いたしますので注文は不要です）。

〇宿泊ホテル等については、すでに会報でお知らせしたとおり、各自で手配していただくこととし、事
務局では手配いたしません。
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第32回（’22）書学書道史学会大会プログラム

10 月 29 日（土）12：00　受付開始　於：盛岡大学 砂込キャンパスD201

13：00 ～ 14：00　開会式・総会

14：10 ～ 15：15　研究発表　※各研究発表の要旨は、5 頁以降をご参照ください。
　① 14：10 ～ 14：40「自叙帖研究 ―台北故宮本の諸問題と水鏡堂刻本との関係を中心に―」

� 丁子戌（大東文化大学大学院）【司会：富田　淳】

　② 14：45 ～ 15：15「手指運動解析の書法史研究への応用について」

� 尾川明穂（筑波大学）【司会：増田知之】

15：30 ～ 17：00　記念講演

　「祖父・清六から聞いた　兄　宮澤賢治」� 宮澤和樹氏（林風舎代表取締役）【司会：矢野千載】

10月 30 日（日）9：30　受付開始　於：盛岡大学 砂込キャンパスD201

10：00 ～ 12：00　研究発表

　③ 10：00 ～ 10：30「習字簡からみた後漢時代の書体認識の一端」

� 井田明宏（安田女子大学）【司会：福田哲之】

　④ 10：30 ～ 11：00「近代朝鮮における女性書画家の誕生 ―妓生書画家を中心として―」

� 金貴粉（国立ハンセン病資料館）【司会：萱のり子】

　⑤ �11：00 ～ 11：30「河井荃廬の篆刻における中国古典の受容と展開―受容古典の拡充と作風の転

向について―」� 権田瞬一（大東文化大学）【司会：小川博章】

　⑥ 11：30 ～ 12：00「久野錦浦の収蔵活動について」

� 下田章平（相模女子大学）【司会：弓野隆之】

12：00 ～ 13：00　記念撮影・昼食

13：00 ～ 14：00　研究発表

　⑦ 13：00 ～ 13：30「棟方志功の文字と書の表現に関する一考察」

� 矢野千載（盛岡大学）【司会：髙橋利郎】

　⑧ 13：30 ～ 14：00「北京大学蔵漢簡『蒼頡篇』の分章に関する試論」

� 福田哲之（島根大学）【司会：横田恭三】

14：00 ～ 14：15　市内博物館・美術館案内、閉会式　※式後、市内博物館・美術館を自由見学

講師紹介　宮澤 和樹（みやざわ かずき）氏
1964 年、岩手県花巻市生まれ。宮澤賢治の実弟、清六の孫。86 年に
立正大学を卒業後、イギリスでの博物館勤務を経て、94 年に林風舎
を開業、代表取締役（至現在）。日本橋三越「絵で読む宮澤賢治展」、
ＮＨＫ「賢治展 雨ニモ負ケズの心」、国立科学博物館「鉱物と宮澤賢治」
等、宮澤賢治に関する多くの企画展で講演。著に『宮澤賢治 魂の言葉』

（K Ｋロングセラーズ 2011）、『わたしの宮澤賢治―祖父・清六と「賢
治さん」』（ソレイユ出版 2011）等多数。
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大会に関する問い合わせ先

書学書道史学会事務局
〒 100－0003 東京都千代田区一ツ橋 1－1－1 パレスサイドビル 7F

（株）毎日学術フォーラム内　TEL 03－6267－4550 ／ FAX 03－6267－4555
Email：maf-syogaku@mynavi.jp

発表者への連絡事項

○発表者の持ち時間は、30 分（発表時間 20 分、質疑応答 10 分）です。発表に際しては、時間厳守で
お願いします。

○発表者各位においては、発表資料を A3 判両面印刷最大 5枚まで（複数枚の場合は綴じること）とし
て 100 部をご作成いただき、10 月 24 日（月）までに、下記の宛先へ送付願います。

　〒 020－0694 岩手県滝沢市砂込 808 　盛岡大学文学部　矢野千載研究室　
　TEL 019－688－5555（大学代表）　Email：yano@morioka-u.ac.jp
　※送付伝票備考欄等に「書学書道史学会研究発表資料在中」と記載してください。
○今大会では、やむを得ない事情で会場へ赴くことが困難な方に対し、研究発表をオンラインで配信い

たします。発表者各位には、オンライン用に、発表資料のデータ（PDFファイル）をご作成いただき、
10 月 24 日（月）までに、こちらは事務局宛にEメールでご送付ください。

○発表会場にはパソコン、プロジェクターを設置します。スライドをご利用の場合、資料送付の際
に、その旨をお知らせいただくとともに、当日は USBメモリー（PPT データの他に、念のためその
PDFデータもご用意ください）をご持参願います。ご自身のパソコン（有線・無線 LAN 接続可能な
もの）をご持参いただいても結構です。試写は、研究発表前の空き時間を適宜ご活用ください。

○各発表の司会者は、諸般の事情で変更が生じる場合があります。

役員・幹事への連絡事項

○理事・監事・諮問委員各位には、必ず同封の「大会出欠はがき」にて理事会出欠のご回答をお願いし
ます。幹事各位にも、同様に資料封入作業の出欠のご回答をお願いします。いずれも昼食準備数を把
握する関係上、ご回答にご協力ください。

○理事・監事・諮問委員各位には、10 月 29 日（土）11：00より本年度第 3 回理事会を開催いたしますので、
理事会開催会場の D202へご参集ください。

○幹事各位には、10月29日（土）10：30に事務作業を行うD203へご参集願います。資料封入作業のほか、
受付や大会運営のご協力をお願いしますので、ご承知おきください。

� 以　上
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究
や
鑑
定
に
お
け
る
手
指
運
動
解
析
の
有
効
性
に
つ
い

て
指
摘
し
た
い
。
様
式
研
究
に
お
い
て
は
、
字
径
と
そ
れ
に
応
じ
た
執
筆
法
を

中
心
に
、
い
く
つ
か
の
観
点
を
提
示
し
て
み
た
い
。
鑑
定
に
お
い
て
は
、
従
来

議
論
の
見
ら
れ
る
顔
書
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
書
風
が
特
定
の
執
筆
法
に
よ
り

生
じ
た
可
能
性
を
導
き
、
伝
存
す
る
他
の
顔
書
や
後
世
の
臨
書
・
倣
書
と
の
比

較
を
通
じ
て
そ
の
位
置
を
探
り
た
い
。

�

（
筑
波
大
学
）
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③
習
字
簡
か
ら
み
た
後
漢
時
代
の
書
体
認
識
の
一
端

�

井
田
　
明
宏
　

　

後
漢
時
代
、
特
に
桓
帝
期
以
降
は
、
書
体
の
変
遷
史
上
に
お
い
て
重
要
な
時

期
と
言
え
る
。
盛
ん
に
建
立
さ
れ
た
漢
碑
の
書
丹
に
は
、
そ
れ
ま
で
通
行
書
体

で
あ
っ
た
八
分
が
使
用
さ
れ
た
。
正
式
書
体
と
な
っ
た
八
分
に
代
わ
る
新
た
な

通
行
書
体
が
整
理
さ
れ
る
と
と
も
に
、
旧
来
か
ら
通
行
書
体
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
た
草
書
は
、
筆
跡
の
美
し
さ
や
芸
術
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
書
体
上
の
変
化
は
、
文
書
行
政
を
支
え
る
官
吏
た
ち
の
文
字
お
よ
び
書

体
に
対
す
る
認
識
の
変
化
と
呼
応
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

山
元
宣
宏
氏
は
章
草
の
名
義
に
関
す
る
考
察
の
中
で
、「
史
書
の
指
す
書
体
の

変
化
」
と
言
い
表
し
て
い
る
が
、
後
漢
時
代
後
期
の
書
体
の
様
相
は
十
分
に
解

明
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

発
表
者
は
、
八
分
に
代
わ
る
新
興
の
通
行
書
体
に
つ
い
て
、
後
漢
時
代
後
期

の
書
写
資
料
で
あ
る
東
牌
楼
東
漢
簡
牘
中
の
書
信
簡
と
陝
西
型
鎮
墓
瓶
の
書
法

比
較
か
ら
、
書
写
状
況
の
差
異
を
超
え
る
様
式
的
共
通
性
を
見
出
し
た
。
こ
れ

は
新
興
の
通
行
書
体
が
官
吏
を
中
心
と
す
る
人
々
の
間
で
一
定
の
認
識
を
得
て

い
た
こ
と
の
証
左
と
言
え
る
が
、
新
興
の
通
行
書
体
の
定
着
の
実
相
に
迫
る
に

は
、
よ
り
多
く
の
資
料
を
対
象
と
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
考
察
を
加
え
る
必
要

が
あ
る
。

　

本
発
表
は
、
文
字
習
得
の
様
が
端
的
に
表
れ
る
習
字
簡
の
書
体
お
よ
び
書
法

の
年
代
的
変
化
を
分
析
し
、
特
に
桓
帝
期
前
後
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ

る
か
、
ま
た
、
そ
の
変
化
は
書
体
変
遷
史
上
に
い
か
な
る
意
味
を
提
示
し
う
る

の
か
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

後
漢
時
代
の
習
字
簡
に
は
、
篆
書
、
八
分
、
草
書
、
新
興
の
通
行
書
体
な
ど

の
書
体
が
み
ら
れ
る
が
、
桓
帝
期
以
降
で
は
新
興
の
通
行
書
体
が
習
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
さ
き
に
明
ら
か
と
し
た
通
行
書
体
の
様
式
が
、
習
得
の
対
象
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
桓
帝
期
以
降

で
は
八
分
、
草
書
、
新
興
の
通
行
書
体
を
同
一
簡
中
で
習
う
も
の
が
み
ら
れ
る
。

後
漢
時
代
以
前
よ
り
、
文
字
習
得
の
際
に
は
複
数
書
体
の
習
得
を
求
め
ら
れ
て

い
た
が
、
そ
の
書
体
認
識
は
桓
帝
期
前
後
で
異
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
新

興
の
通
行
書
体
を
習
う
こ
と
は
、
書
体
認
識
の
変
遷
を
示
す
一
事
象
で
あ
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

�

（
安
田
女
子
大
学
）

　
④
近
代
朝
鮮
に
お
け
る
女
性
書
画
家
の
誕
生
　

　
　
　
―
妓
生
書
画
家
を
中
心
と
し
て
―

�

金
　
貴
粉
　

朝
鮮
で
は
一
九
一
〇
年
以
降
、
展
覧
会
制
度
の
導
入
や
印
刷
技
術
の
向
上
、

書
画
売
買
シ
ス
テ
ム
の
確
立
な
ど
、
書
画
を
と
り
ま
く
環
境
が
近
代
化
さ
れ
て

い
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
男
性
を
中
心
と
し
た
書
画
家
の
中
に
女
性

が
登
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

従
来
の
研
究
で
は
、
近
代
以
降
導
入
さ
れ
た
「
美
術
」
の
枠
組
み
で
女
性
画

家
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
書
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
女
性
た
ち
に

着
目
し
た
も
の
は
僅
か
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
歌
舞
や
詩

書
画
を
教
養
に
持
つ
芸
妓
で
あ
る
妓
生
を
対
象
と
し
た
人
物
論
や
そ
の
作
品
論

が
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
、
妓
生
を
近
代
化
の
過
渡
期
に
生
み
出
さ
れ
た
存
在

と
捉
え
る
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
伝
統
芸
能
・
芸
術
の
担
い
手
と
し
て
肯

定
的
に
再
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
男
性
中
心
で
あ
っ
た
書
・
書
画
史
に
新

た
な
視
点
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
発
表
で
は
、
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
、
近
代
朝
鮮
に
お
い
て
女
性

書
画
家
が
ど
の
よ
う
に
誕
生
す
る
に
至
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
解
明
す

る
に
あ
た
り
、
女
性
も
入
学
が
許
さ
れ
た
私
設
の
書
画
学
校
や
妓
生
が
学
ん
だ

書
画
学
校
・
教
育
に
つ
い
て
着
目
す
る
。
書
画
教
育
に
つ
い
て
は
近
代
朝
鮮
に

お
け
る
初
め
て
の
書
画
組
織
で
あ
る
書
画
協
会
の
設
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で

あ
っ
た
海
岡
・
金
圭
鎮
と
、
一
九
〇
七
年
に
芸
術
を
教
授
す
る
教
育
書
画
館
を

設
立
し
た
守
巌
・
金
裕
卓
の
活
動
が
特
筆
さ
れ
る
。
金
裕
卓
は
平
壌
の
妓
生
学

校
に
お
い
て
妓
生
を
対
象
に
書
画
を
教
え
た
美
術
教
育
者
で
も
あ
る
。

彼
ら
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
女
性
書
画
家
が
養
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、

ま
た
彼
女
ら
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
本
発

表
の
主
た
る
問
題
と
し
、
そ
の
解
明
に
向
け
て
朝
鮮
美
術
展
覧
会
等
に
お
け
る

出
品
作
を
分
析
対
象
と
す
る
。
ま
た
、
当
時
の
新
聞
記
事
等
の
一
次
資
料
に
基

づ
き
、
当
時
の
社
会
が
女
性
書
画
家
を
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
っ
た
の
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

�

（
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
）
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⑤
河
井
荃
廬
の
篆
刻
に
お
け
る
中
国
古
典
の
受
容
と
展
開

　
　
　
―
受
容
古
典
の
拡
充
と
作
風
の
転
向
に
つ
い
て
―

�

権
田
　
瞬
一
　 

河
井
荃
廬
（
一
八
七
一
～
一
九
四
五
）
は
、
篆
刻
に
お
い
て
中
国
璽
印
お
よ

び
清
朝
名
家
の
技
法
を
受
容
し
た
作
風
を
展
開
し
近
代
日
本
の
篆
刻
に
新
た
な

境
地
を
拓
い
た
と
さ
れ
る
。
発
表
者
は
、
昨
年
の
本
学
会
大
会
に
お
い
て
、
荃

廬
の
作
風
形
成
に
お
い
て
根
幹
を
成
す
鄧
派
（
鄧
石
如
、
徐
三
庚
、
趙
之
謙
、

呉
昌
碩
）
を
さ
か
ん
に
受
容
し
て
い
た
二
十
五
～
三
十
七
歳
時
の
刻
印
を
対
象

と
し
、
そ
こ
か
ら
み
え
る
荃
廬
独
自
の
篆
刻
表
現
を
導
き
出
し
た
。
検
証
の
結

果
、
こ
の
時
期
後
半
の
作
風
は
、
鄧
派
の
中
で
も
趙
之
謙
、
呉
昌
碩
の
作
風
が

色
濃
い
倣
古
作
品
と
い
え
る
が
、
二
家
の
手
法
を
踏
襲
し
つ
つ
も
荃
廬
風
と
し

て
昇
華
し
、
荃
廬
独
自
の
統
一
感
あ
る
作
風
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。

こ
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
本
発
表
で
は
三
十
八
歳
以
降
の
作
風
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
先
行
研
究
の
多
く
は
四
十
七
歳
の
作
品
、「
日
下

東
作
章
」
お
よ
び
「
比
田
井
象
之
」
の
両
三
顆
組
印
を
頂
点
に
挙
げ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
作
品
は
む
し
ろ
三
十
九
、四
十
歳
頃
す
で
に
確
立
し
て
い
た
作
風
の

同
工
異
曲
と
い
え
、
寡
作
な
時
期
に
あ
っ
て
様
々
な
古
典
の
要
素
を
取
り
入
れ

な
が
ら
感
興
に
乗
じ
て
末
筆
の
刀
痕
を
露
に
し
た
印
だ
と
発
表
者
は
考
え
る
。

実
際
に
前
掲
の
「
日
下
東
作
章
」
に
つ
い
て
、
鳴
鶴
自
身
が
「
何
年
た
っ
て
も

刻
し
な
い
あ
の
河
井
君
が
珍
ら
し
く
二
日
で
刻
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

三
十
八
歳
以
降
の
白
文
は
漢
印
に
基
づ
く
も
の
が
多
く
な
り
、
朱
文
は
小

篆
、
金
文
、
古
璽
に
倣
っ
た
も
の
や
界
線
を
用
い
た
も
の
な
ど
多
彩
な
作
風
を

展
開
し
て
い
く
。
小
篆
の
印
の
中
に
は
趙
之
謙
、
呉
昌
碩
の
字
形
を
参
酌
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
横
画
の
覆
勢
や
縦
画
の
背
勢
が
強
く
な
り
、
既
に

三
十
九
、四
十
歳
頃
に
は
、
荃
廬
独
自
の
篆
刻
表
現
に
昇
華
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

本
発
表
で
は
、
受
容
し
た
古
典
と
の
具
体
的
な
比
較
を
通
し
て
荃
廬
の
篆
刻

芸
術
に
お
け
る
到
達
点
と
も
い
え
る
三
十
九
歳
～
四
十
歳
代
に
か
け
て
の
刻
印

群
の
再
評
価
を
試
み
た
い
。

�

（
大
東
文
化
大
学
）

　
⑥
久
野
錦
浦
の
収
蔵
活
動
に
つ
い
て

�

下
田
　
章
平
　 

本
発
表
は
近
代
書
画
碑
帖
収
蔵
史
の
研
究
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
あ

る
。
当
該
期
の
収
蔵
史
を
体
系
的
に
理
解
す
る
た
め
に
、
発
表
者
は
明
治
時
代

か
ら
現
代
ま
で
を
暫
定
的
に
五
期
に
区
分
し
た
（
拙
稿
「
近
代
書
画
碑
帖
碑
帖

収
蔵
史
研
究
」、『
ア
ジ
ア
遊
学
』
二
六
九
、二
〇
二
二
、二
七
六
―
二
八
七
頁
参

照
）。
本
発
表
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
中
国
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
日
本

の
関
西
を
中
心
と
す
る
中
国
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
大
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
、
中
国
書
画
碑
帖
収
蔵
史
上
劃
期
を
な
す
第
二
期
（
辛
亥

革
命
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
時
）
の
当
初
に
お
い
て
活
動
し
た
書
画
碑
帖

の
収
蔵
家
で
あ
る
久く

の野
錦き
ん

浦ぽ

（
一
八
七
五
―
一
九
一
八
）
を
取
り
上
げ
る
。

久
野
錦
浦
、
名
は
元
吉
、
字
は
錦
浦
、
斎
号
は
黄
裳
簃
、
墨
眇
亭
、
広
島
県

の
士
族
の
出
身
で
あ
る
。
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
六
月
に
家
督
を
相
続

し
、
西
備
銀
行
の
支
配
人
と
し
て
活
動
し
、
ま
た
、
京
都
に
避
居
し
た
羅
振
玉

（
一
八
六
六
―
一
九
四
〇
）の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
広
島
県
下
の
同
好
の
士
と
競
っ

て
購
入
し
た
。
し
か
し
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、
西
備
銀
行
の
経
営
破
綻

に
よ
っ
て
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
差
し
押
さ
え
ら
れ
、失
意
の
う
ち
に
没
し
た
。

ゆ
え
に
、
収
蔵
家
と
し
て
の
彼
の
活
動
期
間
は
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
年
の

ご
く
短
期
間
で
あ
り
、
収
蔵
家
と
し
て
の
事
蹟
は
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
加
え
て
先
行
研
究
も
備
わ
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
、
久
野
錦
浦
及
び
錦
浦
周
囲
の
人
物
の
書
簡
の
分
析

に
よ
っ
て
、
彼
の
収
蔵
活
動
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。
本

発
表
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
久
野
錦
浦
の
収
蔵
活
動
が
明
ら
か
に
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
彼
の
収
蔵
活
動
の
期
間
が
ご
く
短
期
間
で
あ
る
こ
と
が
却
っ
て
、

彼
が
懇
意
に
し
た
博
文
堂
（
美
術
商
）
の
初
期
の
活
動
実
態
、
初
期
羅
振
玉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
伝
播
、
さ
ら
に
山
本
二
峯
（
諱
は
悌
二
郎
、
一
八
七
〇
―

一
九
三
七
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
と
い
っ
た
、
第
二
期
当
初
の
収
蔵
史
上
重

要
な
諸
課
題
の
解
明
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

�

（
相
模
女
子
大
学
）
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⑦
棟
方
志
功
の
文
字
と
書
の
表
現
に
関
す
る
一
考
察

�

矢
野
　
千
載
　

  
青
森
県
出
身
の
棟
方
志
功
（
一
九
〇
三
～
一
九
七
五
）
は
周
知
の
よ
う
に
版

画
家
と
し
て
大
成
し
た
が
、
版
画
以
外
に
絵
画
（
倭
画
・
油
画
）
と
書
も
制
作

し
た
。
志
功
の
版
画
に
は
白
黒
の
も
の
以
外
に
、
裏
彩
色
が
施
さ
れ
た
も
の
、

作
中
に
文
字
が
画
と
同
等
に
彫
ら
れ
た
も
の
、
そ
し
て
画
よ
り
も
文
字
に
力
点

が
置
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。

  

ま
た
志
功
は
使
用
す
る
文
字
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
か
っ
た
。
例
え
ば
、
自
身

の
作
品
制
作
の
仕
事
を「
芸
業（
げ
い
ご
う
）」、版
画
を「
板
画
」、肉
筆
画
を「
倭

画
（
や
ま
と
が
）」
と
い
い
、
版
画
の
題
名
に
は
「
柵
」
字
を
付
し
た
。

  

そ
し
て
志
功
の
書
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
富
山
県
福
光
町
に
疎
開
中

（
一
九
四
五
～
一
九
五
一
）
に
お
け
る
書
家
と
の
交
流
も
無
視
で
き
な
い
。
こ

の
福
光
時
代
、
地
元
の
書
家
・
表
立
雲
（
一
九
二
六
～
二
〇
二
一
）
や
大
澤
雅

休
（
一
八
九
〇
～
一
九
五
三
）
と
の
交
流
が
あ
り
、
有
志
や
中
高
生
と
「
書
の

径
の
会
」
を
結
成
し
た
。
な
お
、
立
雲
に
よ
る
と
、
志
功
の
手
元
に
は
『
書
道

全
集
』
が
東
京
か
ら
送
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

  

帰
京
後
の
第
一
回
棟
方
志
功
芸
業
展
（
一
九
五
二
）
で
は
、
版
画
・
倭
画
・

油
画
と
並
ん
で
書
も
展
示
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
書
と
い
う
も
の
は
、

や
は
り
、
技
巧
で
な
く
形
態
を
見
せ
る
も
の
で
な
く
、
心
頭
ほ
と
ば
し
る
と
こ

ろ
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
見
ら
れ
る

形
よ
り
も
、
書
か
れ
る
気
韻
を
土
台
に
し
て
生
動
す
る
も
の
を
見
せ
た
い
と
思

い
ま
し
て
、
書
を
展
覧
会
の
中
に
含
め
た
の
で
す
。」
と
自
身
の
考
え
を
述
べ

て
い
る
。

  

本
報
告
で
は
、
志
功
の
文
字
と
書
の
表
現
に
つ
い
て
、
実
家
が
刃
物
・
鍛
冶

屋
で
あ
っ
た
こ
と
、
棟
方
家
は
禅
宗
（
曹
洞
宗
）
で
、
神
仏
へ
の
思
い
が
し
み

込
ん
で
い
た
こ
と
、
ま
た
、
青
森
凧
絵
や
ね
ぶ
た
絵
が
身
近
に
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
、
民
芸
運
動
の
柳
宗
悦
（
一
八
八
九
～
一
九
六
一
）
ら
と
の
知
遇
の
影

響
等
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
多
数
残
さ
れ
て
い
る
板
画
の
文
字
と
書
を
手
掛

か
り
に
、
そ
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

�

（
盛
岡
大
学
）

　
⑧
北
京
大
学
蔵
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
の
分
章
に
関
す
る
試
論

�

福
田
　
哲
之
　

『
蒼
頡
篇
』
は
秦
の
始
皇
帝
期
に
作
成
さ
れ
た
、
史
官
養
成
の
た
め
の
学
字

書
で
あ
る
。
漢
代
に
お
い
て
も
広
く
行
わ
れ
、『
説
文
解
字
』
以
前
の
小
学
書

の
成
立
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
後
亡
佚
し
、
長
ら
く
実
態
が
不
明
で

あ
っ
た
が
、
二
十
世
紀
以
降
、
簡
牘
に
書
写
さ
れ
た
漢
代
『
蒼
頡
篇
』
が
相
次

い
で
出
土
し
、
実
態
の
解
明
に
向
け
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

『
漢
書
』
芸
文
志
に
よ
れ
ば
、『
蒼
頡
篇
』
は
当
初
、
李
斯
作
の
「
蒼
頡
」
七

章
、
趙
高
作
の
「
爰
歴
」
六
章
、
胡
母
敬
作
の
「
博
学
」
七
章
の
合
計
二
十
章

か
ら
な
る
テ
キ
ス
ト
（
二
十
章
本
）
で
あ
っ
た
が
、
漢
代
に
入
っ
て
閭
里
書
師

が
「
蒼
頡
」「
爰
歴
」「
博
学
」
の
三
篇
を
合
わ
せ
、一
章
六
十
字
に
区
切
っ
て
、

全
五
十
五
章
か
ら
な
る
テ
キ
ス
ト
（
五
十
五
章
本
）
に
改
編
し
、『
蒼
頡
篇
』

と
総
称
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
を
出
土
資
料
に
徴
す
る
と
、木
牘
に
書
写
さ
れ
た
漢
牘
『
蒼
頡
篇
』（
漢

牘
本
）
は
一
章
（
一
板
）
六
十
字
の
一
定
し
た
形
式
を
も
ち
、
五
十
五
章
本
の

系
統
に
属
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
竹
簡
に
書
写
さ
れ
た

北
京
大
学
蔵
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』（
北
大
本
）
は
、
残
存
簡
に
見
え
る
章
字
数
が

百
四
字
か
ら
百
五
十
二
字
と
一
定
せ
ず
、
五
十
五
章
本
と
は
系
統
を
異
に
す
る

が
、
資
料
上
の
制
約
に
よ
り
全
体
の
章
数
が
知
ら
れ
な
い
た
め
、
二
十
章
本
と

の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

発
表
者
は
先
に
、
北
大
本
と
漢
牘
本
と
の
比
較
分
析
を
と
お
し
て
、「
蒼
頡
」

「
爰
歴
」「
博
学
」
三
篇
の
押
韻
が
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
韻
部
に
属
す
る
こ
と
を
指

摘
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
き
漢
牘
本
の
章
序
（
章
の
順
序
）
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
五
十
五
章
本
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
漢
牘
本
（
五
十
五

章
本
）
は
、
ほ
ぼ
全
体
的
な
把
握
が
可
能
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
の

北
大
本
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

本
発
表
で
は
、
北
大
本
と
漢
牘
本
と
の
本
文
の
対
応
関
係
と
両
者
の
書
写
形

式
の
相
違
に
着
目
し
て
、
北
大
本
の
分
章
の
復
原
を
試
み
、
北
大
本
と
二
十
章

本
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

�

（
島
根
大
学
）
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